
第３回胎内市立中学校
再編検討委員会
～グループ協議について～

胎内市教育委員会 学校教育課



「どういう子どもたちが胎内市から育って世界に羽ばたいていくのか」

【「胎内市立小中学校の適正規模等に関することについて（答申）」より】

胎内市において、子どもたちが、ふるさとを誇りに思い、これからの社会を切り拓
いていく生きる力を身に付けられるような望ましい学校教育環境の整備に取り
組むことが大切である。

学校名 学校運営協議会が設定した「目指す子どもの姿」

中条中
・地域と積極的に関わる生徒
・自分や学校、地域の良さが分かり発信できる生徒
・明るく元気で、自分も他人も大切にする生徒

乙中 地域のよさに触れながら、広い視野をもち、自ら将来を切り拓ける生徒

黒川中 ふるさとを愛し、正しい心をもち、主体的に行動する生徒

築地小・中 ふるさとを愛し、仲間と協力して、たくましく自分の道を切り拓いていく子ども

【胎内市教育の基本理念】教育は人をつくり、地域をつくる崇高な営み
【胎内市学校教育の重点】地域とともに歩む学校づくり



胎内市の子どもたち（現在行われている教育活動）

中条中学校２年生の地域学習（総合的な学習の時間）
〇内容
学年を6コースに分け、市内６ヶ所を訪問し、さまざまな角度から地域の魅力にせまった。
〇地域との連携
地域おこし協力隊や市の職員の方、地域観光ボランティアの方に協力を仰ぎ、一緒に各地域の特色に即した活動
を行った。事後学習では、学んだことや、地域の課題に対する解決策をまとめ、お世話になった地域の方を招いて、
発表会を行った。



胎内市の子どもたち（現在行われている教育活動）

中条中

乙地区（乙宝寺）築地地区（松原ステーブルス）

黒川地区（鼓岡マコモダケ）中条地区（本町商店街）



今住んでいる地域の行事に参加していますか。

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか。

小学６年生 中学３年生

胎内市 78.9%(全国比+21.1) 51.7%(全国比+13.7)

全国 57.8% 38.0%

小学６年生 中学３年生

胎内市 85.5%(全国比+8.7) 77.8%(全国比+13.9)

全国 76.8% 63.9%

☆地域を愛し、行事等に積極的に参加し、自分事として地域
のことを考える子どもが育っている

胎内市の子どもたち（令和５年度全国学力学習状況調査生徒質問紙より）



望ましい学校教育環境に関する協議（再編検討委員会）

すべての子どもが、ふるさとを誇りに思い、これからの社会を切り拓いていく生きる力をしっかりと身に付けるために

再編の形態 立地 通学

【答申書より】
胎内市の子どもたちは、学校を愛し、地域を大切に思う気持ちが強く、学校は、このような地域を大切に思う気持ちの
育成と地域活性化に大きな役割を果たしてきたが、統合後、地域と学校のつながりが希薄になることで、この地域を大
切に思う気持ちが薄れる心配もある。統合後も地域と学校のつながりを保つためには、ＰＴＡ役員やコミュニティ・スクー
ル学校運営協議会委員の選出方法の工夫を行うことが考えられる。また、胎内市学校支援人材バンクを活用し、地域
の力を学校に取り入れることを促進することも、地域と学校のつながりを保つ有効な手段になると思われる。
地域からは、地域行事等の担い手不足といった状況を解消するため、中学校の力を借りたい、という声もあがっている。
現状は、中学校区内の生徒の力を借りることがほとんどだが、統合することにより、市内全域の生徒の力を借りることが
できる。これらの取組により、地域と学校のつながりを保ち、生徒の地域を大切に思う気持ちの育成と地域活性化の役
割を果たすことが、これまで以上に可能になると考える。

きめ細かな指導地域とのつながり



望ましい学校教育環境に関する協議（再編検討委員会）

すべての子どもが、ふるさとを誇りに思い、これからの社会を切り拓いていく生きる力をしっかりと身に付けるために

再編の形態 立地 通学

地域とのつながり
【答申書より】
教職員の減少、特に教頭、養護教諭、生徒指導主事等、生徒指導上の問題に中心となって対応する教職員の数が、市
全体として見た場合に減少することで、いじめ、不登校等の問題が増加し、それに伴って学力低下等につながることが
懸念される。そのため、スクールカウンセラーの学校訪問回数を増やしたり、関係機関との連携を深めたりするなどの工
夫が必要となる。また、小学校との連携や地域との連携を強くし、生徒の自己有用感、自己肯定感を高める教育活動を
充実させることが求められる。さらに、統合前から中学校間の交流を推進し、多様性を認め合うなど、同じ胎内市の中学
生という意識の醸成を、時間をかけて進めていくことも大切である。
現在、学校職員の多忙化解消を図り、児童生徒と向き合う時間を確保する取組が行われているが、統合直後は、先に
述べたような生徒への様々な対応に加えて、新たな業務が多くなり、教職員は、さらに多忙になることが考えられる。統
合前に、これまで以上に、教職員の多忙化解消の取組を工夫し、生徒と向き合う時間を確保するための綿密な計画を
立てて準備することが必要不可欠となる。

きめ細かな指導



第3回再編検討委員会におけるグループ協議の内容

① 中学校と地域とのつながりを保つには
・地域を大切に思う気持ちの育成 ・地域活性化
・ＰＴＡ ・コミュニティ・スクール学校運営協議会 ・胎内市学校支援人材バンク
・地域行事等の担い手不足 ・市内全域の生徒の力を借りる

② きめ細かな指導体制を継続するには
・教職員数 ・いじめ、不登校等の問題 ・学力 ・スクールカウンセラー ・関係機関との連携
・小学校との連携 ・地域との連携 ・生徒の自己有用感、自己肯定感を高める教育活動
・統合前から中学校間の交流を推進
・学校職員の多忙化解消 ・児童生徒と向き合う時間を確保する取組

今回は、仮に４中学校を１つに統合したとして、


